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令和８年 第５回那須町議会定例会 一般質問通告一覧表 

 

通告 

番号 
１番 

所要 

時間 
60 分 

議席 

番号 
12 番 議員名 小野 曜子 

質問の要旨 

１ 非核三原則について 

（１）町の非核平和都市宣言について 

①非核三原則の精神に立脚した町の非核平和都市宣言の意義は。  

②宣言に基づくこれまでの町の取組みは。 

③取組みを強化するうえでの課題は。 

（２）非核三原則の堅持について 

①全国の県議会、県内の市町議会などで「非核三原則の堅持と、

その法制化を政府や国会に求める」との意見書が採択されてい

るが、この動きについて町はどう考えるか。 

②町として「非核三原則の堅持と、その法制化」を政府に求める

考えは。 

２ 電子投票について 

（１）電子投票を導入する意義について 

①町がこの時期に電子投票を導入する意義は。 

②先行実施自治体において、住民の受け止めを含めた反応は。 

③町が導入するにあたって、先行自治体から学ぶべき課題は。 

④導入にあたっての町の経費負担は。 

（２）電子投票導入の町民への啓発について 

①十分な啓発活動が求められるが、今後のスケジュールは。  

②選挙の投票率の向上につなげるため、どのような取組みを考え

ているか。 

３ 障害者医療について 

（１）重度心身障害者医療の現物給付方式について  

①こども医療は医療費の窓口無料化（現物給付方式）になったが

重度心身障害者医療はいったん窓口での支払いが必要である。

障がい者と、その家族の負担軽減を図るため、町独自で現物給



 

付へと進む考えは。 

②現物給付方式へと進むうえでの課題は。 

（２）障がい児や障がい者のインフルエンザ予防接種費用助成につい 

 て 

①町では任意予防接種費用助成金制度で、１歳児から中学生までイン

フルエンザ予防接種の半額程度の助成を行っている。さらに進んで、

障がい者（１６歳以上、６５歳未満の重度心身障害者医療助成者）へ、

費用助成を始める考えは。  

②障がい児において、まず１８歳までの半額助成に進む考えは。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和８年 第５回那須町議会定例会 一般質問通告一覧表 

 

通告 

番号 
２番 

所要 

時間 
40 分 

議席 

番号 
１番 議員名 加藤 真理 

質問の要旨 

１ 高齢者の生きがいづくりについて 

（１）町が実施しているシニアクラブへの支援について  

  ①シニアクラブの団体数等の推移は。 

②シニアクラブ活動に対する具体的な支援の取組みは。 

③シニアクラブへの補助金の実施状況は。   

④補助対象団体に対して、補助対象事業に係る経費の適切な執行

をどのように確認しているか。   

２ 町における生理用品の支援について 

（１）町内小中学校の生理用ナプキンの設置について  

①小中学校の生理用ナプキンの設置状況は。 

②保健室に取りに行くことに心理的負担を感じる児童生徒がいる

ことを認識しているか。  

（２）貧困世帯に対する支援について 

①貧困世帯への生理用ナプキンの支援は。 

（３）災害時の生理用品の備蓄について 

  ①災害時用備蓄品として生理用品をどの程度備蓄しているか。  

  ②指定避難所等には、生理用品を速やかに配布できる体制は整っ

ているのか。 

  ③女性が周囲を気にせず受け取れる方法を考えているのか。  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和８年 第５回那須町議会定例会 一般質問通告一覧表 

 

通告 

番号 
３番 

所要 

時間 
60 分 

議席 

番号 
10 番 議員名 室井 髙男 

質問の要旨 

１ 森林環境譲与税について 

（１）森林環境譲与税使途の現状について 

①森林環境譲与税活用に当たって目的は達成できているか。  

②木工教室の成果は。 

③森林学習事業の成果は。 

④林道作業道の整備事業の進捗状況は。 

⑤人材育成事業の成果は。 

（２）今後の事業展開について 

①新しい事業計画は考えているのか。 

②林産業の人材確保や雇用促進を図るための補助制度を導入する

考えは。 

③林業従事者の就労環境向上や安全確保のため、安全講習受講料

や安全装備品購入費に対する補助制度を導入する考えは。 

④林道等維持活動支援事業を導入する考えは。  

２ ごみの集積所について 

（１）ごみ集積所の現状について 

①ごみ集積所の管理体制は。 

②ごみ集積所に関する苦情等への対応は。 

③補助金を活用した新規ごみ集積所の設置状況は。  

（２）ごみ集積所の安全管理について 

①施設の老朽化に伴い被害を与えた場合の責任の所在は。  

②安全管理の指導は行っているのか。 

③傷害保険等への加入を推進する考えは。 

３ 入札について 

（１）現状の入札方式について 

①入札予定の告知はどのように行っているのか。 



 

②入札手続きに関して課題はないのか。 

③物価高騰の影響は出ているのか。 

④予定価格の積算はどのように行っているのか。 

（２）入札に関する課題について 

①入札予定の明確化を図る必要があるのではないか。  

②競争入札の原則は守られているのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和８年 第５回那須町議会定例会 一般質問通告一覧表 

 

通告 

番号 
４番 

所要 

時間 
60 分 

議席 

番号 
２番 議員名 増山 このみ 

質問の要旨 

１ 黒田原地域の将来像とまちづくりについて 

（１）黒田原地域の将来像について 

①町全体のまちづくりにおいて、黒田原地域をどのように位置づ

けているのか。 

②黒田原地域を今後どのような地域にしていく考えなのか。  

（２）黒田原駅前まちづくりビジョンについて 

①第１期計画に掲げた施策及び成果目標の検証結果は。  

②第２期計画の策定にあたり、若者から高齢者まで幅広い世代の

意見をどのように把握し、反映していくのか。  

③第２期計画に、具体的な成果指標を明記する考えはあるか。  

④第２期計画の策定と並行し、地域住民が変化を実感できる短期

的な取組みを進める考えはあるか。 

（３）黒田原まちなか広場について 

①建物の今後について、現在の検討状況は。 

②建物の状態、歴史的・景観上の評価、選択肢を地域住民に示す

考えはあるか。 

③民間事業者等から、既存建物を含めた活用提案があった場合、

官民連携による活用の実現可能性を検討する考えはあるか。  

④本年３月に行われた地域住民との意見交換を踏まえ、まちなか

広場の今後の方向性を、どのような手順で決定していくのか。  

２ 部活動地域展開と持続可能な地域クラブ活動について  

（１）部活動地域展開に向けた取組みについて 

①昨年度からの進捗状況は。 

②休日の部活動の地域クラブ移行テスト事業の実施状況は。 

③アンケート実施の結果は。 

（２）総合型地域スポーツクラブの運営について  



 

①総合型地域スポーツクラブが担う具体的な役割は。  

②設立に向けての進捗状況は。 

③本格実施までに解決すべき課題はあるか。 

（３）持続可能な地域クラブ活動について 

①子ども・保護者・指導者の意見を継続的に把握し、運営へ反映

する仕組みを整備する考えはあるか。 

②新規でスポーツ・文化芸術の地域クラブ活動を予定している団

体、又はすでに活動している団体に対し、継続的な支援体制を

整備する考えはあるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和８年 第５回那須町議会定例会 一般質問通告一覧表 

 

通告 

番号 
５番 

所要 

時間 
60 分 

議席 

番号 
４番 議員名 平山 輝貴 

質問の要旨 

１ 人口減少社会を見据えた施策について 

（１）町の人口減少社会の状況把握について 

①令和７年町人口は 23,697 人となり、令和２年改訂那須町人口 

ビジョンの目標値を上回ったが、町の評価は。 

②令和８年３月策定人口ビジョンでは、2050 年人口を社人研推

計より 2,000 人多く見積もっているがその根拠は。 

③合計特殊出生率を、2030 年以降段階的に上昇すると見込んで

いるがその根拠は。 

（２）これまでの人口減少対策について 

①令和２年改訂人口ビジョンでは、2020 年から 2030 年の 10 年

間に集中的に施策導入するとしているが、これまでの人口減少

対策の取組みは。 

（３）人口減少社会における今後の施策について  

①合計特殊出生率向上のための今後の取組みは。  

②生産年齢人口向上のための今後の取組みは。  

（４）人口減少社会におけるまちづくりについて  

①人口減少により税収が減るとともに、インフラ整備効率が下が

るためコンパクトシティ形成が求められるが、町の考えは。 

②移住定住施策とまちづくりは相互に関連すべきであるが、町の

考えは。 

③持続可能なまちづくりにおける小さな拠点の位置づけは。 

④小さな拠点の具体的な配置を町はどのように考えているか。 

２ 町基幹産業である農業施策について 

（１）農業の現状把握について 

①令和７年農林業センサスが実施されたが、前回と比較し町農業

の現状をどのように分析しているか。 



 

②令和７年における６５歳から８５歳超の基幹的農業従事者数は

860 人となっているが、５年後の農業人口構造をどのように推

測しているか。 

（２）農業振興のために今求められている施策について  

①水路など農業インフラが整備されてから５０年ほどが経過し、

再整備が必要な時期となっているが、町の認識は。  

②農業インフラ再整備に向けた町の取組みは。  

③農業の省力化、効率化は農業就農者を増やすためにも必要であ

るが、スマート農業推進のための町の施策は。 

④農産物の高付加価値化に向けた町の取組みは。 

⑤今後５年間が本町農業の大きな岐路になると考えるが、５年間

を短期集中期間として農業予算を増額する考えは。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


